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くはじめに>

病院・診療所などにおける事故(主として医療事故)と介護施設などにおけ

る事故(主として介護事故)とを比較すると、本質的に異なる点と共通する点

とがある。相異点は、前者が手術、点滴・注射などの薬物投与、検査の一部な

どの人体への直接侵襲との関連する点であり、共通する点は、転倒・転落、誤

帳、異食、入浴関連事故、俳佃関連事故、感染、などである。これら以外にも

自殺、不審死、交通事故、盗難、火事、などがある。

病院・施設・家庭などでは、これらの事故を予測し、防止または回避するこ

と、即ち、予防することは一番重要である。最近は、リスク・マネージメント

といわれることが多い。これには、予防以外に、事故発生後の対応も入札病

人の立場に立った迅速で、誠実な対応が必須である。

防止策では、事故の情報収集・報告体制、安全対策マニュアルの作成と徹底、

現場職員の意識改革、労働条件の改善、リスク・マネージメント教育、などで

あるが、何よりも 常に病人のことを個別に念頭においてケアをしていれば、

大半の事故は、防止できると考えられる。即ち、職員の意識が問題である。

最近、身体拘束廃止が叫ばれていて、施設によっては、どんな場合も拘束を

しないとしているが、これは行き過ぎの場合もあり、介護における一種のパタ

ーナリズムである。例えば、本人に未だ判断能力があり、自分で危険を感じて

車椅子への固定を希望しているのに、それもしなくて転倒を招いたりすれば、

これは人災である。また 妄想念慮で不安が強い場合、他人から隔離を希望す

ることがあるが、この場合は 本人の同意書を得て、隔離するのが、自己決定

権の尊重になる。このように、基本原則は、身体拘束廃止は当然のことである

が、あくまでも施設のモットーやスローガンよりも、「個別ケアJを最優先すべ

きである。

3センターの共通研究課題として取り組んで 3年となり、一定の成果が上が

った「認知症ケアにおけるリスク・マネージメント」を報告し、この結果が 広

く関連機関・施設で利用されることを希望するものである。

最後に、リスク・マネージメントにおいても、ご本人の意d思に沿った「個別

ケア」の精神が重要であることを強調したい。

平成 17年 3月

認知症介護研究・研修大府センター

センター長 、柴山漠人
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